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将
来
構
想
委
員
会
（
仮
称
）
設
置
に
向
け
て

河
内
　
利
治

　

令
和
元
年
度
に
、
本
学
会
は
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
４
月
か
ら
は
、

新
役
員
第
16
期
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
折
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
ふ
る
い
は
じ
め
、
世
界
中
の
教
育
研
究
機
関
の
あ
り
方
が
根
本
か
ら
問
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
な
か
で
も
大
学
は
教
育
機
関
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
オ
ン
デ

マ
ン
ド
授
業
に
追
わ
れ
、
学
生
も
教
員
も
大
学
に
行
か
な
く
て
も
授
業
運
営
が
可
能
な

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。「
教
育
の
質
」
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
一
般
企
業
も
テ
レ
ワ
ー
ク
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、

書
学
書
道
史
研
究
者
お
よ
び
書
家
の
集
合
体
で
あ
る
本
学
会
も
、
社
会
的
存
在
意
義
を

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
将
来
不
透
明
な
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
本
学
会
の
新
た
な
仕
組
み
を
構

想
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
国
内
・
国
際
・
学
術
・
研
究
・
編
集
・
事
務
の
６
局
長
に
よ

る
「
将
来
構
想
委
員
会
（
仮
称
）
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
答
申
）」
を
取
り
ま
と
め
、

中
村
伸
夫
理
事
長
に
提
出
し
、
常
任
理
事
会
（
６
月
）
で
検
討
し
、
理
事
会
（
10
月
）

で
も
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
会
報
に
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
将
来
構
想
委
員
会
（
仮
称
）
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
答
申
（
案
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
本
学
会
が
本
年
度
大
会
・
総
会
を

開
催
で
き
ず
、
来
年
度
に
延
期
し
た
た
め
、「
研
究
助
成
金
制
度
」
採
択
者
に
課
す
口
頭

発
表
な
ど
、
学
会
の
諸
行
事
も
開
催
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。

　

本
学
会
で
も
大
会
開
催
の
あ
り
方
、
常
任
理
事
会
・
理
事
会
な
ど
の
学
会
運
営
、
上

記
「
研
究
助
成
金
制
度
」
採
択
者
に
課
す
口
頭
発
表
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
方
策
、

さ
ら
に
は
会
則
第
17
条
に
示
さ
れ
る
６
局
の
職
掌
を
実
態
に
合
わ
せ
る
会
則
の
見
直
し

を
検
討
す
べ
き
時
期
が
到
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
般
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
べ

く
研
究
局
お
よ
び
「
将
来
構
想
委
員
会
（
仮
称
）」
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
メ
ー

ル
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
、
こ
こ
に
各
位
の
提
案
意
見
を
集
約
し
た
。

①
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
即
し
た
新
し
い
学
会
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
「
将
来
構
想
委

員
会
（
仮
称
）」
を
立
ち
上
げ
る
。

②
「
将
来
構
想
委
員
会
（
仮
称
）」
を
親
委
員
会
と
し
、
小
委
員
会
と
し
て

　

Ａ
「
大
会
実
施
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
仮
称
）」

　

Ｂ
「
研
究
活
動
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
仮
称
）」

　

Ｃ
「
会
則
第
17
条
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
仮
称
）」

　

を
置
く
。

③
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
連
動
さ
せ
、
将
来
構
想
委
員
会
（
仮
称
）
お
よ
び
各
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
委
員
長
・
委
員
は
、
若
手
の
常
任
理
事
・
理
事
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

上
記
内
容
を
６
名
の
局
長
連
名
に
よ
る
「
将
来
構
想
委
員
会
（
仮
称
）
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
答
申
（
案
）」
と
し
て
、
理
事
長
に
ご
報
告
も
う
し
あ
げ
る
。
な
お
、
こ
の
答
申

を
も
っ
て
「
将
来
構
想
委
員
会
（
仮
称
）」
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
解
散
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　

な
お
、
当
面
の
問
題
を
解
決
し
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
最
優
先
さ
せ
る
た
め
、「
将
来

構
想
委
員
会
（
仮
称
）」
の
設
置
は
、
来
年
度
か
ら
構
想
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
会
員
各
位
の
ご
理
解
・
ご
支
持
を
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
会
副
理
事
長
）
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第
31
回
書
学
書
道
史
学
会
総
会
（
令
和
２
年
度
総
会
）
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事 

務 

局

　
『
会
報
』
第
39
号
（
令
和
２
年
５
月
15
日
発
行
）
の
「
第
31
回
書
学
書
道
史
学
会
総

会
の
扱
い
に
つ
い
て
」（
事
務
局
報
告
）
に
記
載
の
通
り
、
盛
岡
大
学
で
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
た
大
会
が
来
年
度
秋
季
に
延
期
さ
れ
た
た
め
、
本
年
度
の
総
会
は
特
例
の

代
替
方
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
・
第
２
回
理
事
会
（
令
和
２
年
10
月
31
日

開
催
）
で
の
協
議
を
ふ
ま
え
、
11
月
13
日
付
で
全
会
員
宛

に
、「
令
和
２
年
度
総
会
の
代
替
方
法
に
よ
る
審
議
・
報

告
に
つ
い
て
（
依
頼
）」、「
議
事
次
第
」
ほ
か
、「
審
議
の

た
め
の
書
類
」（〈
資
料
１
―
１
、
２
、
３
、
４
〉
～
〈
資
料

５
〉）、「
報
告
の
た
め
の
書
類
」（〈
資
料
６
〉
～
〈
資
料
９
〉）、

並
び
に
表
決
の
た
め
の
郵
便
ハ
ガ
キ
が
事
務
局
よ
り
送
付

さ
れ
、
11
月
27
日
ま
で
に
（
当
日
の
消
印
有
効
）
届
い
た

返
信
の
３
分
の
２
以
上
が
賛
成
の
場
合
は
、
審
議
事
項
に

つ
き
承
認
が
得
ら
れ
た
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
は
（
１
）「
令
和
元
年
度
会
計
決
算
報
告
、

事
業
・
活
動
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
」、（
２
）

「
令
和
２
年
度
予
算
案
、
事
業
・
活
動
計
画
案
に
つ
い
て
」、

報
告
事
項
は
（
１
）「
各
局
報
告
（
学
術
局
、
編
集
局
、

事
務
局
）」、（
２
）「
そ
の
他
」
で
す
。

　

12
月
は
じ
め
に
事
務
局
長
、
両
副
事
務
局
長
、
毎
日
学

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
当
学
会
事
務
局
担
当
者
に
よ
り
、
郵
便

ハ
ガ
キ
が
整
理
・
確
認
さ
れ
、
集
計
の
結
果
、（
１
）
に

つ
い
て
は
、
賛
成
１
６
４
、
反
対
３
、（
２
）
に
つ
い
て
は
、

賛
成
１
６
５
、
反
対
２
で
し
た
（
無
記
名
の
ハ
ガ
キ
を
ふ

く
む
）。

　

尚
、
12
月
中
旬
に
、
手
続
き
上
の
ミ
ス
に
よ
り
令
和
２
年
度
・
第
１
回
理
事
会
で
承

認
さ
れ
た
新
入
会
員
６
名
（
学
生
会
員
５
名
、
一
般
会
員
１
名
）
の
会
員
名
簿
未
登
録

が
判
明
し
た
た
め
、
こ
の
６
名
に
対
し
て
も
代
替
総
会
の
関
係
書
類
等
を
送
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
12
月
15
日
開
催
の
令
和
２
年
度
・
第
３
回
理
事
会
で
報
告
）。
こ

令和元年度会計決算報告書
（2019年4月1日～2020年3月31日）

令和 2年度会計予算案
（2020 年 4 月 1 日～ 2021 年 3 月 31 日）

項　目 決算額

　

収　

入　

の　

部　

個人会員会費 2,267,000

団体賛助会費 550,000

大会参加費 247,000

大会懇親会費 280,000

その他の収入 57,600

本年度収入　合計 3,401,600

損害補償預り金 8,001,000

前年度繰越金 8,623,297

収入合計 20,025,897

　

支　
　

出　
　

の　
　

部　

編 集 局 経 費 585,983

「学会展望」準備費 90,000

国 際 局 経 費 0

国 内 局 経 費 0

大会運営費 200,000

大会準備費 1,242,936

大会懇親会費 350,000

学 術 局 経 費 35,497

研 究 局 経 費 600,000

会 報 編 集 委 経 費 207,860

ホ ー ム ペ ー ジ 委 経 費 277,750

会 議 費 59,799

遠 隔 地 役 員 交 通 費 0

選 管 費 52,800

名 簿 発 行 費 0

通 信 費 251,348

事 務 消 耗 品 備 品 費 61,335

事 務 委 託 費 812,717

人 件 費 0

東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000

予 備 費 0

本 年 度 経 費　 合 計 4,830,025

経 費 未 払 金 △ 2,473,006

過 年 度 修 正 9,370,738

次 年 度 繰 越 金 8,298,140

支 出 合 計 20,025,897

項　目 予算額

　

収　

入　

の　

部　

個人会員会費 2,500,000

団体賛助会費 550,000

本年度収入　合計 3,050,000

前年度繰越金 8,298,140

収入合計 11,348,140

　

支　
　

出　
　

の　
　

部　

編 集 局 経 費 700,000

「学会展望」準備費 100,000

国 際 局 経 費 300,000

国 内 局 経 費 300,000

学 術 局 経 費 100,000

研 究 局 経 費 900,000

会 報 編 集 委 経 費 200,000

ホ ー ム ペ ー ジ 委 経 費 300,000

会 議 費 30,000

遠 隔 地 役 員 交 通 費 400,000

通 信 費 30,000

事 務 消 耗 品 備 品 費 10,000

事 務 委 託 費 1,400,000

東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000

予 備 費 6,576,140

本 年 度 経 費　 合 計 4,772,000

次 年 度 繰 越 金 0

支 出 合 計 11,348,140
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新
入
会
員
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　　

  　
　
　

  　
　
　
　

    

事 

務 

局

事
務
局
よ
り
お
願
い　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  　
　
　
　
　

     

事 

務 

局

の
６
名
に
対
し
て
は
、
理
事
長
か
ら
の
詫
び
状
を
添
え
て
12
月
21
日
付
で
送
付
し
、「
令

和
３
年
１
月
４
日
ま
で
に
（
当
日
の
消
印
有
効
）」
届
い
た
郵
便
ハ
ガ
キ
を
有
効
と
し
て

扱
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
確
認
と
集
計
の
結
果
、（
１
）
に
つ
い
て
は
、賛
成
２
、反
対
０
、

（
２
）
に
つ
い
て
は
、
賛
成
２
、
反
対
０
で
し
た
。

　

郵
便
ハ
ガ
キ
の
送
付
対
象
者
は
４
７
８
（
住
所
不
明
者
を
除
い
た
実
送
付
総
数
は

４
３
２
）、
期
限
ま
で
に
届
い
た
郵
便
ハ
ガ
キ
の
総
数
は
１
６
９
。
集
計
の
結
果
、（
１
）

に
つ
い
て
は
、
賛
成
１
６
６
、
反
対
３
、（
２
）
に
つ
い
て
は
、
賛
成
１
６
７
、
反
対
２

と
な
り
、（
１
）、（
２
）
の
審
議
事
項
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
第
31
回
書
学
書
道
史
学
会
総
会
（
令
和
２
年
度
総
会
）
の
審

議
事
項
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
上
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

（
紙
面
に
は
代
替
総
会
で
送
付
し
た
書
類
の
う
ち
、〈
資
料
１
―
１
〉「
令
和
元
年
度
会

計
決
算
報
告
書
」、〈
資
料
４
〉「
令
和
２
年
度
会
計
予
算
案
」
の
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
げ

ま
し
た
。） 

　

本
学
会
で
は
、
学
生
会
員
の
「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は

学
生
会
員
（
学
生
会
費
適
用
の
方
）
が
大
学
院
を
修
了
、
ま
た
は
満
期
退
学
・
中
途
退

学
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
学
籍
を
失
っ
た
時
（
学
生
証
の
発
給
対
象
で
な
く
な
っ
た

時
）
に
、「
学
生
会
員
資
格
終
了
」
と
す
る
も
の
で
す
。
該
当
の
方
で
、
引
き
続
き
一
般

会
員
と
し
て
留
ま
る
場
合
、
会
員
変
更
手
続
き
（「
会
員
変
更
申
込
書
」
の
提
出
）
が
必

要
で
す
。
と
り
わ
け
、
今
春
に
学
生
会
員
資
格
を
失
う
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。「
会

員
変
更
申
込
書
」
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
会
員
変

更
手
続
き
に
よ
り
、
自
動
的
に
一
般
会
員
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、「
会
員
変
更
申
込
書
」
下
の
「
紹
介
会
員
氏
名
」「
役
員
推
薦
氏
名
」「
理
事
会

承
認
」
各
欄
は
記
入
不
要
で
す
。「
会
員
変
更
手
続
き
」
を
含
め
、
そ
の
他
の
問
合
せ

や
書
類
送
付
先
は
、本
会
報
一
面
の
事
務
局
（
㈱
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
Ｅ
メ
ー
ル
：

maf-syogaku@mynavi.jp　

担
当
：
中
川
真
氏
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
会
員
名
簿
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
各
位
の
諸
項
目
の
加
筆
修
正
や
、

ご
知
友
の
会
員
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
他
の
問
合
せ
や
情
報
提
供
は
、

本
会
報
一
面
の
事
務
局
（
㈱
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
Ｅ
メ
ー
ル
：maf-syogaku@

mynavi.jp　

担
当
：
中
川
真
氏
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

清
水
文
博
（
山
梨
大
学
）

　

尹
慶
碩
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

　

上
野
樹
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

　

袁
方
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

　

白
井
椋
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

　

陶
坤
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

　

徳
永
清
志
郎
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

　

永
田
瞬
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

　

兵
頭
稜
典
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

　

山
田
天
斗
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
）

※
令
和
２
年
５
月
～
令
和
２
年
12
月
に
申
請
さ
れ
た
方

◆
学
生
会
員
の
「
会
員
変
更
手
続
き
」
に
つ
い
て

◆
一
般
会
員

◆
学
生
会
員

　

事
務
局
（
㈱
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
）
へ
の
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
一
部
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
に
伴
い
、
後
日
の
ご

連
絡
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
名
簿
発
行
に
伴
う
情
報
提
供
の
お
願
い
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Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

　

昨
年
10
月
末
刊
行
の
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
30
号
の
特
別
寄
稿
か
ら
書
評
ま

で
の
11
本
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
末
ま
で
に
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）

に
登
載
で
き
ま
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
公
開
時
に
は
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

東
洋
学
・
ア
ジ
ア
研
究
連
絡
協
議
会

　

昨
秋
の
総
会
資
料
６
で
お
伝
え
し
ま
し
た
と
お
り
、
右
記
協
議
会
の
令
和
２
年
度
総

会
お
よ
び
講
演
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
学
会
名
鑑
」

　

日
本
学
術
会
議
事
務
局
か
ら
の
令
和
２
年
度
実
態
調
査
に
回
答
し
ま
し
た
。
協
力
学

術
研
究
団
体
に
対
す
る
毎
年
の
調
査
で
す
が
、
第
30
回
大
会
記
念
に
蘇
士
澍
・
中
国
書

法
家
協
会
主
席
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
を
追
記
し
て
お
き
ま
し
た
。

　

回
答
内
容
の
一
部
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
学
会
名
鑑
」
に
て
今
春
に
内
容
が
更
新
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
局
長　

森
岡　

隆
）

研
究
促
進
助
成
金
制
度
に
つ
い
て

　

２
０
２
０
年
度
分
の
募
集
に
対
し
、
研
究
計
画
書
の
申
請
が
１
件
あ
り
ま
し
た
が
、

審
査
の
結
果
、
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

も
あ
り
、
申
請
数
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
次
年
度
は
ふ
る
っ
て
申
請
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
８
年
度
採
択
者
（
前
川
知
里
会
員
・
井
田
明
宏
会
員
）
の
終
了
報
告
書
に
相

当
す
る
「
経
費
執
行
報
告
書
（
含
む
領
収
書
）」
を
受
理
し
ま
し
た
。
両
会
員
と
も
適
正

に
経
費
（
30
万
円
）
を
執
行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
度
採
択
者
（
加
藤

詩
乃
会
員
・
石
永
峰
会
員
）
の
「
中
間
報
告
書
」
を
受
理
し
ま
し
た
。
両
会
員
と
も
適

正
に
研
究
計
画
を
遂
行
中
で
す
。

　

２
０
２
１
年
度
分
の
募
集
要
項
（
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
）
は
、４
月
上
旬
に
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
予
定
で
す
。
一
点
変
更
点
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

各
局
報
告

第
31
回
大
会
（
予
定
）
の
お
知
ら
せ

　

先
の
会
報
39
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
通
り
、
本
年
度
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

第
31
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、
来
秋
へ
と
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
下

の
と
こ
ろ
、
11
月
６
日
・
７
日
に
て
盛
岡
大
学
で
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
い

ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
を
見
な
い
中
、
全
国
規
模
で
の
招
集
に
よ

る
大
会
の
開
催
に
は
、
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
開
催
要
項
ほ
か
の
情
報
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
以
降
の
会
報
ま
た
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
の
内
容
を

更
新
し
て
参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
局
長　

笠
嶋
忠
幸
）

今
後
の
事
業
の
策
定
に
つ
い
て

　

国
際
博
物
館
協
会
は
、
５
月
の
時
点
で
全
博
物
館
の
83
％
が
大
幅
に
活
動
を
縮
小
し
、

30
％
が
職
員
の
一
部
を
解
雇
、
13
％
が
館
の
存
続
を
断
念
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
日

本
で
も
多
く
の
博
物
館
が
閉
館
す
る
な
か
、
上
海
博
物
館
は
７
月
に
18
ヵ
国
の
博
物
館

を
招
き｢

博
物
館
の
力｣

と
題
し
た
ウ
ェ
ブ
上
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
日
本
か
ら

は
東
博
と
九
博
が
参
加
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
博
物
館
の
可
能
性
を
議
論
し
ま
し

た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
は
欧
州
で
も
猛
威
を
ふ
る
い
、８
月
時
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
は
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
の
影
響
で
50
億
円
の
損
失
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
北
京
の
故
宮
で

は
紫
禁
城
の
建
立
６
０
０
年
を
記
念
し
た
３
本
の
特
別
展｢

紫
禁
城
六
〇
〇
年｣｢
蘇
軾｣

｢

明
代
御
窯
磁
器｣

が
続
き
、
台
北
の
故
宮
博
物
院
で
も｢

国
宝
展｣

の
連
続
企
画
が

始
ま
り
、遼
寧
博
で
も｢

晋
唐
宋
展
品
精
選｣

を
開
催
し
ま
す
。日
本
か
ら
も
多
く
の
人
々

が
千
載
一
遇
の
眼
福
を
獲
得
し
た
り
、
陝
西
省
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
顔
真
卿
早
年
の

墓
誌
を
調
査
し
た
り
で
き
た
な
ら
、
さ
ら
な
る
学
術
界
の
進
展
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
今
後
の
展
開
が
全
く
見
え
て
こ
な
い
昨
今
で
す
が
、
数
年
後
の
中
国
展
を
目
指
し

て
、
粛
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
博
物
館
や
美
術
館
も
あ
り
ま
す
。
国
際
局
と
し
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い
学
会
の
あ
り
方
を
皆
様
と
と
も
に
模
索
し
て
ゆ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
局
長　

富
田　

淳
）

◆
学
術
局

◆
国
際
局

◆
国
内
局

◆
研
究
局
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〈
選
考
結
果
の
通
知
（
傍
線
部
変
更
点
）〉

　

「
２
０
２
１
年
８
月
ま
で
に
決
定
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
申
請
者
に
通
知
す
る
。」

　

第
16
期
研
究
局
の
役
員
は
会
報
39
号
で
お
伝
え
し
た
通
り
、
河
内
利
治
・
鈴
木
晴
彦
・

福
田
哲
之
・
権
田
瞬
一
・
角
田
健
一
の
５
人
体
制
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
局
長　

河
内
利
治
）

「
執
筆
要
領
」
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

　

昨
年
11
月
に
郵
送
し
た
総
会
資
料
（
資
料
７
）
で
報
告
済
み
で
す
が
、
本
誌
の
「
執

筆
要
領
」
第
１
条
を
改
訂
い
た
し
ま
し
た
。
改
訂
後
の
「
執
筆
要
領
」
は
、
本
学
会
の

Ｈ
Ｐ
「
投
稿
規
程
・
執
筆
要
領
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
改
訂
の
趣
旨
は
、
初
発
の
投

稿
時
の
原
稿
に
つ
い
て
、
鮮
明
に
印
刷
し
た
紙
媒
体
（
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
に
限
る
）
３
部

を
提
出
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
Ｃ
Ｄ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
等
の
電
子
媒
体
の
提
出
に

は
及
び
ま
せ
ん
（
電
子
媒
体
は
本
誌
掲
載
論
文
に
の
み
改
め
て
提
出
を
求
め
ま
す
）。
以

後
、
投
稿
を
ご
予
定
の
方
は
、
ご
留
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
局
長　

菅
野
智
明
）

令
和
元
年
度 

事
業
活
動
報
告

５
月
20
日　

第
37
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

６
月
１
日　

令
和
元
年
度
研
究
促
進
助
成
金
制
度
申
請
募
集
（
～
７
日
）

６
月
30
日　

令
和
元
年
度
第
１
回
常
任
理
事
会　
　
　

 

（
於
大
東
文
化
会
館
会
議
室
）

10
月
24
日　

平
成
30
年
度
決
算
会
計
監
査            （
於
大
東
文
化
会
館
会
議
室
）

10
月
26
日　

令
和
元
年
度
大
会
〈
学
会
設
立
30
周
年
記
念
大
会
〉
第
１
日

　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
第
１
回
理
事
会

　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
総
会

　
　
　
　
　

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
講
演
会（

於
東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
講
堂
）

　
　
　
　
　

大
会
参
加
者
懇
親
会　
　
　
　
　
　
　

（
於
グ
レ
ー
ス
バ
リ
上
野
公
園
店
）

10
月
27
日　

令
和
元
年
度
大
会
〈
学
会
設
立
30
周
年
記
念
大
会
〉
第
２
日

　
　
　
　
　

研
究
発
表
、
招
待
発
表　
　
　
　

 

（
於
東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
講
堂
）

10
月
31
日　

第
29
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

◆
事
務
局

◆
編
集
局

１
月
27
日　

第
38
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

２
月
21
日　

第
16
期
役
員
選
挙
（
投
票
終
了
）

２
月
24
日　

令
和
元
年
度
第
２
回
常
任
理
事
会
（
臨
時
）（

於
大
東
文
化
会
館
会
議
室
）

２
月
24
日　

選
挙
管
理
委
員
会                 　

 （
於
大
東
文
化
会
館
会
議
室
）

３
月
29
日　

令
和
元
年
度
第
２
回
理
事
会
（
第
15
期
・
第
16
期
役
員
合
同
）

　
　
　

（
メ
ー
ル
会
議
）

令
和
２
年
度 

事
業
活
動
計
画
（
案
）

４
月
12
日　

令
和
２
年
度
第
１
回
常
任
理
事
会               

 
 

（
メ
ー
ル
会
議
）

４
月
23
日　

令
和
２
年
度
第
１
回
理
事
会                   

 
 

（
メ
ー
ル
会
議
）

５
月
15
日　

第
39
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

６
月
１
日　

研
究
促
進
助
成
金
制
度
申
請
募
集
（
～
７
日
）

６
月
28
日　

令
和
２
年
度
第
２
回
常
任
理
事
会

（
於
新
宿
ミ
ラ
イ
ナ
タ
ワ
ー
・
マ
イ
ナ
ビ
ル
ー
ム
）

８
月
17
日　

令
和
元
年
度
決
算
会
計
監
査

（
於
一
ツ
橋
パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

９
月
13
日　

令
和
２
年
度
第
３
回
常
任
理
事
会          　

  

（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

10
月
31
日　

令
和
２
年
度
第
２
回
理
事
会
（
定
例
）        　

 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

10
月
31
日　

第
30
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

11
月
13
日　

令
和
２
年
度
総
会
（
～
27
日
）       

（
書
類
送
付
に
よ
る
審
議
・
報
告
）

12
月
15
日　

令
和
２
年
度
第
３
回
理
事
会                   　
　 （
メ
ー
ル
会
議
）

   

〔
以
上
は
執
行
済
み
〕

12
月
31
日　

第
31
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
込
締
切

１
月
中
旬　

第
40
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

３
月
31
日　

第
31
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

海
外
会
員
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
導
入

　

海
外
在
住
の
会
員
を
対
象
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
年
会
費
の
納
入
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
局
（
㈱
毎
日

学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
Ｅ
メ
ー
ル
： 

maf-syogaku@mynavi.jp　

担
当
：
中
川
真
氏
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
局
長　

橋
本
貴
朗
）
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令
和
２
年
度
本
学
会
関
係
者
科
学
研
究
費
採
択
一
覧　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

事 

務 

局

　

本
会
会
員
の
採
択
課
題
に
限
っ
た
が
、
会
員
が
研
究
分
担
者
で
、
研
究
代
表
者
が
非
会
員
で
あ
る
場
合
に
は
、

※
を
付
し
て
代
表
者
を
末
尾
に
付
記
し
た
。
複
数
の
会
員
が
関
わ
る
同
課
題
に
関
し
て
は
、
当
該
課
題
の
も
と
に　

代
表
者
と
分
担
者
と
を
併
記
し
た
。
な
お
、
所
属
の
後
の
数
字
は
、
令
和
２
年
度
の
み
の
補
助
金
の
配
分
額
。

基
盤
研
究
（
Ｓ
）
継
続
（
平
成
30
～
）　

シ
ナ
＝
チ
ベ
ッ

ト
諸
語
の
歴
史
的
展
開
と
言
語
類
型
地
理
論　

大
西

克
也
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
池
田
巧
（
京
都
大
学
）

30,290

千
円

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

唐
絵
の
中
の

朝
鮮
絵
画
―
半
島
由
来
絵
画
の
越
境
移
動
と
受
容
史
に

か
ん
す
る
包
括
的
研
究
―　

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）

※
代
表
：
井
手
誠
之
輔
（
九
州
大
学
）9,490

千
円

基
盤
研
究
（
Ａ
）
新
規　

「
奈
良
朝
勅
定
一
切
経
」
の
総

合
的
研
究
―
漢
文
仏
教
テ
ク
ス
ト
の
資
料
的
基
盤
の
再

構
築
に
向
け
て　

赤
尾
栄
慶
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大

学
）
※
落
合
俊
典
（
国
際
仏
教
学
院
大
学
）11,050

千

円基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成
29
～
）　

近
代
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
「
書
壇
」
形
成
の
地
域
比
較
研
究　

代
表
：

菅
野
智
明
（
筑
波
大
学
）　

分
担
：
金
貴
粉
（
大
阪
経

済
法
科
大
学
）、
下
田
章
平
（
相
模
女
子
大
学
）、
髙
橋

利
郎
（
大
東
文
化
大
学
）、髙
橋
佑
太
（
二
松
学
舎
大
学
）、

矢
野
千
載
（
盛
岡
大
学
）4,940

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成
30
～
）　

泊
園
書
院
を

中
心
と
す
る
日
本
漢
学
の
研
究
と
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築　
　

太
田
剛
（
四
国
大
学
）
※
代
表
：
吾
妻
重
二
（
関
西
大
学
）

3,900

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

「
儒
教
美
術
史
」

構
築
の
た
め
の
発
展
的
研
究
―
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
構

造
解
釈
と
研
究
資
源
化　

尾
川
明
穂
（
筑
波
大
学
）
※

代
表
：
水
野
裕
史
（
筑
波
大
学
）2,730

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

敦
煌
書
儀
・

六
朝
尺
牘
文
献
の
古
代
日
本
へ
の
受
容
実
態
の
展
開　
　

小
林
比
出
代
（
信
州
大
学
）
※
代
表
：
西
一
夫
（
信
州

大
学
）4,290

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

道
教
の
洞
天

思
想
に
お
け
る
聖
地
と
巡
礼
の
調
査
研
究
お
よ
び
そ
の

東
ア
ジ
ア
思
想
文
化
史
へ
の
影
響　

土
屋
昌
明
（
専
修

大
学
）5,720

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

戦
国
秦
漢
簡

牘
の
総
合
的
研
究
―
安
大
簡
・
清
華
簡
・
上
博
簡
・
北

大
簡
を
中
心
と
し
て
―　

福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）
※

代
表
：
湯
浅
邦
弘
（
大
阪
大
学
）2,860

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規　

美
術
鑑
賞
学
習
指
導
体
系
の

構
築
に
関
す
る
実
践
的
研
究　

萱
の
り
子
（
東
京
学
芸

大
学
）
※
代
表
：
松
岡
宏
明
（
大
阪
総
合
保
育
大
学
）

5,330

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規　

中
国
書
画
に
お
け
る
題
跋
等

の
付
属
資
料
に
関
す
る
総
合
的
研
究　

代
表
：
富
田
淳

（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
九
州
国
立
博
物
館
）　

分
担
：
鍋
島
稲
子
（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構

東
京
国
立
博
物
館
）、
六
人
部
克
典
（
独
立
行
政
法
人

国
立
文
化
財
機
構
東
京
国
立
博
物
館
）3,510

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成
29
～
）　

『
蒼
頡
篇
』
を

中
心
と
し
た
秦
漢
簡
牘
文
字
に
関
す
る
基
礎
的
研
究　

福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）780

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成
30
～
）　

日
本
の
篆
刻

に
関
す
る
実
証
的
研
究
―
歴
史
・
技
法
・
鑑
賞
の
研
究

か
ら
科
学
的
解
明
を
目
指
し
て
―　

神
野
雄
二
（
熊
本

大
学
）910

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成
30
～
）　

世
界
標
準
の

Literacy

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
た
め
の
基
礎
研
究

―
時
間
・
身
体
・
過
程
―　

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）

※
代
表
：
千
々
岩
弘
一
（
鹿
児
島
国
際
大
学
）910

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成
30
～
）　

古
代
エ
ジ
プ

ト
聖
刻
文
字
碑
文
の
言
語
記
述
と
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
画
像
を
利

用
し
た
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
開
発　

中
村
覚
（
東
京

大
学
）
※
代
表
：
永
井
正
勝
（
東
京
大
学
）520

千
円

基
盤
研
究（
Ｃ
）継
続（
令
和
元
～
）　

「
言
語
力
」及
び「
表

現
力
」
を
育
成
す
る
書
字
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発　

青
山
浩
之
（
横
浜
国
立
大
学
）1,170

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

対
話
を
促
す

言
語
文
化
教
材
の
開
発
―
日
本
語
の
平
仮
名
の
場
合
―　

萱
の
り
子
（
東
京
学
芸
大
学
）、鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）

※
代
表
：
藤
本
朋
美
（
南
九
州
大
学
）1,820

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

関
西
中
国
書

画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
研
究
―
未
公
刊
資
料
の

分
析
を
中
心
と
し
て
―　

下
田
章
平
（
相
模
女
子
大
学
）

910

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

対
机
時
に
お

け
る
姿
勢
・
執
筆
法
と
学
習
状
況
と
の
関
連
に
関
す
る

基
礎
研
究　

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）
※
代
表
：
小
野

瀬
雅
人
（
聖
徳
大
学
）910

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

近
世
中
国
の

刑
罰
制
度
に
関
す
る
総
合
的
研
究
―
軍
制
と
の
関
係
を

中
心
と
し
て
―　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）　

※
代
表
：

徳
永
洋
介
（
富
山
大
学
）1,430

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

水
運
を
利
用

し
た
南
北
朝
か
ら
隋
朝
へ
の
石
刻
書
法
の
伝
播
―
篆

書
の
墓
誌
蓋
に
注
目
し
て
―　

東
賢
司
（
愛
媛
大
学
） 

1,560

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

水
書
用
筆
を

活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
及
び
授
業
開
発
と
水
書
用
筆
を

組
み
入
れ
た
書
写
指
導
の
理
論
構
築　

樋
口
咲
子
（
千

葉
大
学
）130

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

日
本
の
楷
書

筆
順
に
お
け
る
行
書
系
筆
順
の
定
着
過
程
に
関
す
る
研

究　

松
本
仁
志
（
広
島
大
学
）780

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

近
代
朝
鮮
に
お
け
る
「
書
」

の
創
出
と
展
開
―
官
僚
出
身
書
家
の
動
向
を
中
心
に
―　

金
貴
粉
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
）1,820

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

書
字
基
礎
デ
ー
タ
採
取
の
た

め
の
調
査
研
究　

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）2,080

千

円基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

近
世
書
論
を
基
盤
と
す
る
「
日

本
書
論
史
」
の
展
開　

永
由
徳
夫
（
群
馬
大
学
）1,170

千

円若
手
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成
29
～
）　

日
中
比
較
に

よ
る
中
国
写
字
書
法
教
育
史
の
基
礎
的
研
究
―
中
華
人

民
共
和
国
建
国
を
起
点
と
し
て
―　

草
津
祐
介
（
都
留

文
科
大
学
）390

千
円

若
手
研
究　

継
続
（
平
成
30
～
）　

書
論
か
ら
み
た
清

代
書
法
教
育
の
基
礎
的
研
究　

髙
橋
佑
太
（
二
松
学
舎

大
学
）910

千
円

若
手
研
究　

継
続
（
令
和
元
～
）　

書
に
関
す
る
説

話
資
料
の
総
合
的
研
究　

成
田
健
太
郎 

（
埼
玉
大
学
）

650

千
円

若
手
研
究　

新
規　

書
字
教
育
の
基
礎
概
念
と
し
て
の

字
体
・
字
形
と
そ
の
歴
史
的
変
遷　

杉
山
勇
人
（
鎌
倉

女
子
大
学
短
期
大
学
部
）910

千
円

挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
）
継
続
（
令
和
元
～
）　

ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
評
価
を
用
い
た
教
職
の
高
度
化
と
教
師
教
育
者
の

養
成
に
関
す
る
開
発
的
研
究　

松
本
仁
志
（
広
島
大
学
）

※
代
表
：
吉
田
成
章
（
広
島
大
学
）1,950

千
円
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近
年
、『
書
学
書
道
史
研
究
』
誌
上
に
近
代
研
究
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
作
家
や
作
品
に
関
す
る
研
究
よ
り
も
、
展
覧
会
制
度
や
公
教
育
に
お
け
る
書
の

位
置
付
け
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
、
日
中
・
日
韓
交
流
と
い
っ
た
、
書
の
周
縁
を

丹
念
に
掘
り
起
こ
し
た
論
考
が
目
立
つ
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
切
り
口
か

ら
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
種
々
相
に
、
そ
ん
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
と
い
ち
い
ち
感
心

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

新
資
料
の
紹
介
も
相
次
い
で
い
る
。
甲
賀
市
教
育
委
員
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
巌

谷
一
六
日
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
六
関
係
の
資
料
集
、
関
西
大
学
で
開
催
さ
れ
た

同
名
の
展
覧
会
の
記
念
論
文
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
山
本
竟
山
の
書
と
学
問
』
な

ど
は
、
杉
村
邦
彦
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
と
求
心
力
に
よ
っ
て
成
る
と
こ
ろ
大
と

言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
研
究
が
今
後
の
近
代
研
究
を
底
支
え
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も

想
像
に
難
く
な
い
。

　

維
新
か
ら
数
え
て
１
５
０
年
以
上
、
戦
後
も
す
で
に
75
年
以
上
を
経
た
今
日
、
こ

う
し
た
近
代
研
究
は
書
学
書
道
史
研
究
の
上
で
ま
す
ま
す
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
く
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
研
究
の
場
に
お
い
て
は
高
い
関
心
を
集
め
て
い
る
近
代
の
書
だ
が
、

文
化
財
と
し
て
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
ま
だ
ま
だ
そ
の
評
価
は
揺
ら
い
で
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

国
指
定
の
重
要
文
化
財
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
明
治
以
降
の
書
跡
・
典
籍
の
指
定

品
は
寺
院
関
係
の
も
の
が
僅
か
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
書
学
書
道
史
学
会
で
頻
繁
に

扱
わ
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
書
作
品
は
見
当
た
ら
な
い
。
江
戸
の
後
半
期
の
書
跡

も
少
な
く
、
新
潟
・
阿
部
家
の
良
寛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
確
認
で
き
る
程
度
で
、
幕
末

の
三
筆
も
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
絵
画
や
工
芸
と
な
る
と
か
な
り
の
数
が
指

定
さ
れ
て
い
て
、
菱
田
春
草
や
横
山
大
観
、
速
見
御
舟
、
岸
田
劉
生
、
宮
川
香
山
、

板
谷
波
山
な
ど
近
現
代
を
代
表
す
る
作
家
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
の

作
品
も
す
で
に
対
象
で
あ
り
、
上
村
松
園
作
「
序
の
舞
」
や
福
田
平
八
郎
作
「
漣
」

な
ど
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
指
定
状
況
を
見
る
限
り
、
江
戸
の
唐
様
以
降
、
近
現
代
の
書
作
品
に
関
し

て
は
指
定
の
網
が
か
か
っ
て
い
な
い
と
み
て
大
き
な
過
ち
は
あ
る
ま
い
。
書
に
備

わ
っ
て
い
る
大
衆
性
や
、
絵
画
や
彫
刻
を
中
心
と
す
る
近
代
美
術
と
の
距
離
感
が
、

こ
う
し
た
状
況
を
生
み
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
と
は
い
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま

ま
で
い
い
と
は
思
え
な
い
。
後
世
、
近
代
の
書
を
振
り
返
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
肝

心
な
作
品
が
消
え
失
せ
て
い
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
保
護
を
考
え
て

い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
大
阪
中
之
島
美
術
館
所
蔵
の
三
輪
田
米
山
や
徳
島
県
立
文
学

書
道
館
所
蔵
の
中
林
梧
竹
、
彦
根
城
博
物
館
や
書
壇
院
の
日
下
部
鳴
鶴
な
ど
、
魅
力

的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
多
い
。
前
述
の
巌
谷
一
六
や
山
本
竟
山
の
資
料
、
秋
山
碧
城

や
西
川
春
洞
の
資
料
も
意
義
深
い
。
ま
ず
は
、
こ
う
し
た
作
品
群
か
ら
保
護
の
網
を

か
け
ら
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

 
 

日
本
の
書
道
文
化
を
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
、
と
い
う
動
き
も
徐
々
に
前
に

進
ん
で
い
る
。
今
日
の
書
道
文
化
が
伝
統
的
な
文
化
遺
産
で
あ
る
と
主
張
す
る
た
め

に
は
、
古
代
か
ら
連
続
す
る
書
と
い
う
い
と
な
み
を
確
認
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が

要
件
に
な
る
だ
ろ
う
。
書
が
絶
え
間
な
く
続
く
魅
力
的
な
い
と
な
み
で
あ
る
こ
と
は
、

今
日
に
伝
わ
る
名
筆
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
物
語
っ
て
い
る
。
間
断
な
く
こ
れ
を
未
来
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
る
者
の
責
務
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

こ
れ
に
似
た
こ
と
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
各
所
で
話
し
、
綴
っ
て
い
る
。
場
が
与
え
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
改
め
て
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

 

文
化
財
と
し
て
の
近
代
の
書

髙
橋
　
利
郎

視 点
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和
風
清
穆

大
迫　

正
一

　

今
年
度
４
月
よ
り
、
安
田
女
子
大
学
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
、
広
島
で
の
新
生
活
が

始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
度
当
初
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
。
顔
と
名
前
が
一
致
し

な
い
ま
ま
の
授
業
開
始
は
、
教
員
生
活
の
中

で
も
勿
論
初
で
あ
る
。
講
義
系
の
授
業
は
比
較

的
作
成
し
や
す
い
が
、
実
技
系
の
授
業
は
、
映

像
が
使
え
な
い
環
境
で
は
ほ
と
ん
ど
成
立
し
な

か
っ
た
。
工
夫
を
凝
ら
す
間
も
な
く
、
６
月
よ

り
対
面
授
業
と
な
り
安
堵
し
た
の
だ
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
続
い
て
い
た
ら
と
考
え
る
と

ゾ
ッ
と
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
取
り
入
れ
た
実

技
の
授
業
の
方
法
が
、
今
後
充
実
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
現
在
第
３
波
の

真
っ
た
だ
中
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
再
開
し
た

ら
と
不
安
に
な
る
が
、
と
り
あ
え
ず
今
年
度
を

皆
健
康
で
終
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。
そ
し
て
普
通
の
日
常
生
活
が
訪
れ
、
新

し
い
街
に
馴
染
め
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

小
倉　

太
郎

　

縁
あ
っ
て
、
今
年
度
か
ら
聖
徳
大
学
で
専
任

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
折
し
も
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
と
の
方
針
が
下
さ
れ
た
。

こ
れ
迄
必
要
に
迫
ら
れ
ず
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン

す
ら
所
持
し
て
い
な
い
身
と
し
て
は
、
甚
だ
辛

い
船
出
と
な
っ
た
。

　

勤
務
校
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の

Teams

を
使
用
し
て
双
方
向
型
の
授
業
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
、
幾
度
か
の
講
習
会
を
経
て
、

何
と
か
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際

の
授
業
で
は
、
毎
回
学
生
に
課
題
を
提
示
し
、

画
面
を
通
し
て
の
添
削
指
導
を
実
施
。
資
料
等

は
事
前
に
フ
ァ
イ
ル
に
ア
ッ
プ
し
、
授
業
中
に

は
画
面
上
で
共
有
で
き
る
等
の
利
点
も
あ
っ

た
。

　

書
の
学
習
上
最
も
大
切
な
双
方
の
書
く
姿

を
、
直
接
対
面
で
見
る
事
が
で
き
な
い
点
に
不

満
が
残
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
授
業
形

態
の
一
つ
と
し
て
、
あ
る
種
、
方
向
性
が
見
え

た
よ
う
な
気
が
す
る
。

影
写
雑
感　
　
　
　
　

神
戸　

雅
史　

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史
料
保
存
技
術
室
に

影
写
担
当
と
し
て
入
所
し
て
、
２
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
影
写
の
技
術
職
員
と
し
て
は

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

影
写
と
は
「
古
文
書
等
を
、
筆
・
墨
・
和
紙

を
用
い
て
、
文
字
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
ほ

ぼ
一
筆
で
写
し
取
り
、
筆
勢
、
虫
食
い
・
墨
の

濃
淡
・
に
じ
み
・
本
紙
の
輪
郭
な
ど
ま
で
忠
実

に
手
作
業
で
再
現
す
る
特
殊
技
法
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
日
の
我
々
の
筆
の
持
ち
方
や
体
勢
等
は
、

影
写
の
対
象
と
な
る
史
料
が
書
か
れ
た
当
時
と

は
多
く
の
場
合
で
異
な
り
ま
す
。
こ
の
差
異
を

ど
の
よ
う
に
埋
め
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

書
論
や
絵
画
史
料
等
を
鑑
み
、
更
に
は
線
、

連
綿
、
行
、
面
等
と
い
っ
た
観
点
、
起
筆
、
運

筆
…
と
挙
げ
た
ら
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文

字
が
生
み
出
さ
れ
た
経
緯
を
総
合
的
に
考
察

し
、
筆
跡
研
究
の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

阿
波
藍

　
　

辻　

尚
子

　

授
業
の
一
環
で
制
作
し
て
い
た
藍
染
ハ
ン
カ

チ
ー
フ
が
仕
上
が
っ
た
。
勤
務
す
る
四
国
大
学

に
は
「
藍
の
家
」
と
い
う
施
設
が
あ
り
、
本
年

３
月
で
30
年
を
迎
え
る
。

　

藍
染
は
、
染
液
に
つ
け
る
作
業
と
空
気
酸
化

さ
せ
る
作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
で
色
濃
く
な
っ

て
い
く
が
、
薄
色
か
ら
濃
い
色
ま
で
実
に
多
彩

で
あ
る
。
一
番
濃
い
勝
色
（
か
ち
い
ろ
）
と
呼

ば
れ
る
も
の
は
黒
に
近
く
、
武
士
が
着
用
し
た

と
い
わ
れ
る
縁
起
の
良
い
色
ら
し
い
。
今
回
は

揮
毫
し
た
書
を
型
取
り
、
布
の
上
に
抜
染
糊
を

置
い
て
白
抜
き
に
す
る
方
法
で
文
字
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
た
。
学
生
は
大
喜
び
で
あ
っ
た
。

　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
式
エ
ン

ブ
レ
ム
に
藍
色
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

阿
波
藍
熱
は
県
内
で
盛
り
上
が
り
、
そ
の
後
文

化
庁
の
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
藍
に
は
抗

菌
作
用
が
あ
り
、
肌
に
も
優
し
い
と
の
こ
と
。

藍
布
の
マ
ス
ク
も
お
洒
落
な
人
気
ア
イ
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
。
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

談
話
室

◆
対
面
で
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
文
字
や

画
像
の
方
が
伝
わ
り
や
す
い
こ
と
等
い
ろ
い
ろ
と

考
え
る
機
会
の
多
い
半
年
で
は
あ
り
ま
し
た
。
書

学
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
会
っ
て
話
し
て
み
た
い

も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 　

（
小
川
博
章
）

◆
感
染
症
が
全
く
収
束
し
な
い
ま
ま
、
新
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
博
物
館
や
美
術
館
で
何
も
気
に
す

る
こ
と
な
く
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
こ
と
が
懐
か

し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
名
品
を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
す

る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
至
福
の
時
間
で
あ
っ
た
の
か

痛
感
し
ま
す
。　
　
　
　

 　
　
　
　

（
金
子　

馨
）

◆
『
本
草
堂
江
戸
噺
』
に
「
鵬
斎
と
お
で
ん
屋
」

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
日
の
感
染
報
道
や
お

仕
事
に
疲
れ
た
ら
、
鵬
斎
の
落
語
で
息
抜
き
を
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
「
柳
家
さ
ん
生　

亀
田
鵬
斎
」

と
ご
検
索
く
だ
さ
い
。
余
談
で
す
が
、
私
は
お
で

ん
を
山
葵
で
食
べ
ま
す
。　
　
　

 

（
亀
田
絵
里
香
）

◆
昨
年
は
博
物
館
な
ど
へ
足
を
運
ぶ
機
会
が
大
幅

に
減
っ
た
一
年
で
し
た
。
そ
の
た
め
実
物
の
古
筆

が
持
つ
絶
妙
な
墨
色
に
改
め
て
魅
せ
ら
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
野
中
直
之
）

◆
業
務
の
一
環
で
職
場
の
近
隣
の
小
学
校
で
書
き

初
め
指
導
を
担
当
し
ま
し
た
。
45
分
と
い
う
短
い

時
間
で
し
た
が
、
文
字
や
手
書
き
へ
の
興
味
を
抱

い
て
も
ら
い
た
い
一
心
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
「
先
生
の
書
き
初
め
指
導
が
き
っ
か
け
で

書
道
を
は
じ
め
ま
し
た
」
と
い
う
学
生
が
出
て
き

て
く
れ
た
ら
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

（
藤
森
大
雅
）

◆
体
調
管
理
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
す
。

皆
様
、何
卒
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。　
　

（
尾
川
明
穂
）

編　

集　

後　

記


